
 

 

 

 

 

 

 

青山商事株式会社（本社：広島県福山市／代表取締役社長：青山理
おさむ

）は、国内外から注目されている、石

川県のシルクジャガード織物工場「小倉織物」の生地を使用したネクタイを、全国の「スーツスクエア」「ザ・

スーツカンパニー」「ユニバーサルランゲージ」全店および、公式オンラインストアで発売しています。 

 

 

 

 

 

昨今続く円安の影響により、さまざまな物が高騰している中で、日本国内の高品質なものづくりに注目が集

まっています。そこで今回は、日本最古で最後の 1 軒となった、広幅洋装シルクジャガード織物工場*である、

石川県小松市「小倉織物」で織られた生地を使用したネクタイを企画しました。「小倉織物」は、熟練の職人

でも高い集中力が求められる、希少な 1960 年代の織機を使用しています。この織機と職人の技が合わさるこ

とで、柔らかく滑らかな手触りと、上品な光沢感を持つ立体的な生地が完成します。本企画は、生地からプリ

ント、縫製まで全て日本の職人が手掛けたこだわりのネクタイです。 

※シルクジャガードには洋装と和装があり、洋装で横幅が 150cm もあるシルクジャガード織機を使用する工場は、日本

で「小倉織物」のみ。 

このネクタイの生地は、通常のネクタイ生地に比べ約 1.4 倍のシルクを使

用し、高級感を出すため適度な厚みを持たせました。この生地を織り上げる

には、1 万本以上の経糸
たていと

を手作業で 1 本 1 本寸分の狂いもなく織機にセット

する必要があることから、国内でも数少ない熟練の職人が作り上げています。

さらにこの生地をジャガード織りにすることで凹凸を出し、濃淡をつけたプ

リントにより、一般的なネクタイより立体的で上質に仕上げました。生地の

色付けは、山形県米沢市の工場で行っており、生地を織ってから染める高度

な技術「後染め」を採用。その後、岡山県美作市にて縫製を行っています。 

 

 

 

 

2025 年 2 月 4 日 

国内外から注目される、高い技術力を持った石川県「小倉織物」の生地を使用 

日本のものづくりの良さを味わえる上質なネクタイを発売 
～生地・染色・縫製まで全て日本の職人が手掛けたこだわりの企画～ 

《本件に関するお問い合わせ先》 

青山商事株式会社 東京オフィス 広報部 岩館、高橋 

〒110-0005 東京都台東区上野 4-5-10 青山上野ビル 7Ｆ 

TEL：03（5846）5656  MAIL： pr@aoyama-syouji.co.jp 

【商品概要】商品ページ：https://x.gd/shjA0 

商品：小倉織物 シルクジャガードプリントタイ 

デザイン：ストライプ 4 種、ドット 6 種、幾何学模様 6 種 計 16 種 

素材：表地 シルク 100％、裏地 再生ポリエステル 100% 

販売価格：税込 6,490 円 

販売店舗：スーツスクエア/ザ・スーツカンパニー/ユニバーサルランゲージ全店、公式オンラインストア 

※記載の情報はリリース発表時現在のものです。 

https://x.gd/shjA0


 

 

■「小倉織物」について 

「小倉織物」は、1895 年（明治 28 年）に石川県にて創業しました。かつてシルクジャガード織物工場は小

松市に 600 軒ほどありましたが、現在では職人の高齢化や海外の安価な製品の流入、またコロナの影響など

により多くの織物工場が廃業。今では「小倉織物」が、広幅洋装シルクジャガードを織り上げる国内最後の工

場となりました。しかしその高い技術力と高品質な製品が評価され、国内だけでなくパリコレに出展する多く

の海外メゾンブランドからドレス用の生地として採用されるほど、世界中から注目が集まっています。 

「小倉織物」では、日本で希少な 1960 年代の織機を使用。ジャガード生地を織るには、経
たて

に 1 万本以上の

糸を職人が手作業で 1 本ずつ機械にセットするという、非常に繊細で高い技術が求められます。通常の生地は

経糸
たていと

を 2 本撚って*織りますが、「小倉織物」の生地は、非常に細い経糸
たていと

を撚らずに 2 本並べて織ることで、上

品な光沢感を出すことができ、柔らかく滑らかな手触りに仕上がります。 

※撚る：糸をねじり合わせて 1 本にすること。 

■工程の様子 

 

■日本製にこだわったネクタイ 

「小倉織物」で織り上げた無染色のシルクジャガード生地に、山形県米沢市の企業がインクジェットプリン

トを施しています。ここでは 3 ピクセルという非常に細い線でもにじむことなく、発色の良い色付けが可能な

高性能プリンタを使用。また、特注で作った世界に 1 台しかない巨大な蒸し器を使用し、プリントした染料を

定着させています。その後、高い縫製技術を持つ、岡山県美作市の企業で縫製を行い、このネクタイを仕上げ

ました。 

■バイヤーコメント 企画担当：高島 啓佑 

今回、小倉織物様ご協力の元、全てが日本製ということにこだわり、非常に完成度

の高いネクタイが出来ました。職人の高齢化や安価な海外製品に押されるなど、さま

ざまな要因で衰退の傾向にあると言われる日本の繊維産業ですが、日本にはまだまだ、

こだわりのものづくりをする工場や企業がたくさんあります。小倉織物様との企画を

通し、お客様に少しでも日本のものづくりの良さをお伝えできることをうれしく思い

ます。是非、お手に取って実際に体感してみて下さい。 

緑豊かな小松市の水でシルクを洗浄 ジャガード生地になる前のシルクの糸 ジャガードデザインをデータ化した紋紙を使用 

生地を織ると同時に凹凸のある柄が入る 織っている最中も機械にセットされてい

る糸を点検 
工場内の様子 


